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2006 年  05 月  09 日  

熊野の旅 熊野古道の脇道 紀和町 丸山千枚田 1  

 再び、紀和町に戻ります。 
 まだまだ、紀和町が熊野市の一部であることがピンと来ないのは私だけではなく、

旧熊野市民も旧紀和町民もそうだと思います。まだ半年しか経たないのですからね。 
 普通の道順で行けば浜街道から尾呂志街道沿いに来ても熊野市中心部からの国道

311 号線で来ても、風伝峠を越えて紀和町に入ります。途中はどちらを通っても今回

の合併で、どことも合併が成立しなかった南牟婁郡御浜町を通ります。 
 風伝峠の下に抜かれた風伝トンネルを抜けるよりは旧道を風伝峠越えして行くほ

うが『とおり峠』から『丸山千枚田』に行くにはいいのですが、よそから来るとつい

ついトンネルを越えてしまうでしょうね。 
 トンネルを抜けて国道を走り続けるとしばらくして矢の川（やのかわ）地区で、右・

丸山千枚田の標識が出ます。そこから細い道路を進むと丸山地区の一番下に出ます。 
 旧道風伝峠越えで右折して西山・丸山千枚田方面に向かうと、とおり峠の出口を通

って集落の上から入ります。 

 
 私にお勧めは絶対に上から入るコースです。理由は後の記事で書きます。 
 上のコースで通り峠の出口を過ぎると、と言うより、とおり峠の道が今の道路と合

流した地点のすぐそばに橋があります。枯れた沢のような細い谷を越えるほんの短い

橋です。 



 この橋の上に立って山側、上流を見てください。岩山が崩れて巨岩が埋め尽くした

谷が見えます。この周辺の山はこんな岩で出来ているのです。 
 巨岩で埋め尽くされた谷には水は無さそうですが多雨地帯の紀州の谷ですから水

はあります。多くは無いのですが一応切れない程度にあるのです。岩の下を流れてい

ます。橋のすぐ下にならその水を見ることが出来ます。きれいな冷たい水です。これ

から行く丸山地区には大切な水源の一つなのです。 

 
カメラは エンサイン セルフィックス 820  

by je2luz | 2006-05-09 11:29 

 

 

 

 

2006 年  05 月  10 日  

熊野の旅 熊野古道の脇道 紀和町 丸山千枚田 2  

 枯れ沢のような谷のことを書きましたが、その巨岩に覆われた谷の水を頼りに棚田

は成り立っています。 
 棚田と言うのは急傾斜の山の斜面に作られるものです。これは日本各地でも中国の

奥地などでも見られる風景です。 
 稲作は川のそばの平坦な沼地のようなところから始まって、人工で田を作り水路を

作って水を引いたのです。 
 水は高いところから低いところに流れます。サイフォンを使わない限りコブは乗り

越えられません。つまり、一番高い田より高いところに水源が無ければならないので

す。当たり前のことですが大変なことなのです。 
 棚田のように斜面に開いたものはその水源の確保が特に大変です。川よりはるかに

高い所に水田を作るのですからね。 

 



 江戸時代、物によってはそれより古くから開発が始まったようです。 
 今のような測量の機械が無い時代に水平測量を必要とする水路を設計、施工してき

たのです。『水もり』という技術は古くからあったようですが、土木技術集団が居な

くては水田は開けないものです。 
 丸山棚田の水源もこうした谷から取水し、一番上の田に引いてゆきます。そこから

先は上から順に下の田へ下の田へと水を送ってゆきます。一滴の水も無駄にしないよ

うにしてあります。今の『圃場整備』のように余った水を全部捨てると言うような排

水路はありません。上の田から流れ出した養分を含んだ水は下の他の稲が吸収します。

水の徹底的な利用は肥料の徹底的な利用でもあったのです。生活の知恵です。 
 今の水田整備が『一度使った水は捨てる』と言う間違ったと思える、若しくは思い

上がった思想の元で行われています。そのため、琵琶湖をはじめ湖沼、河川に余分な

栄養分が流れ出て汚染が進んだことは意外と知られていませんね。 

 
 

石積みの水路が急斜面を伝って千枚だの方に向かってゆきます。平地に比べ水路は以

外と短いのですが厳しいところを通ります。 
 セメントの無い時代に底面も切り石を使って堅牢に作りました。つなぎは粘土を練

って叩いて固めました。毎年補修をしながら使いますが下手なコンクリートより水漏

れは少なかったものです。しかし、こうした石造りの水路も段々とＵ字溝に取って代

わられています。味気の無い話ですがご時世でしょうね。 
 カメラは英国の名機 エンサイン セルフィックス８２０  

by je2luz | 2006-05-10 13:04  

 

 

 

 

 

 

 

 

2006 年  05 月  11 日  

熊野の旅 熊野古道の脇道 紀和町 丸山千枚田 ３  

 前にも書いたように『丸山千枚田』には上から入ることが感動する第一条件です。 
 歩いての散策なら風伝、とおりの二つの峠を歩いて必然的に千枚田の上に出てくる

はずなのですが、車で来ると調子よく風伝トンネルを抜けてｌ、旧道に入らずに下か

ら入る道まで行ってしまうことが多くなります。くれぐれも最初の標識を見落とさな

いでください。同じ入るならいいほうから入ってください。 
 途中、道路からも千枚田を一望できる場所もあります。あまり広くないので何台も

車を留めることは出来ませんが、めったに車が来ないので記念写真くらいは充分撮れ

ます。それに、千枚田に着いたら展望台も用意されています。 

 



 

 丸山地区に上から入ると集落や田圃の一番上に出ます。眺望が開けて遥かかなたま

で見えるところです。そして、谷底ははるか下になります。まさに、山の中腹に田圃

を造成して住み着いたのです。田圃が出来ているからそこが集落に見えるだけで、他

と同じように木が植わっていれば険しい山にしか見えず、ここを開いて住み着こうな

どとはほとんど誰も思わないでしょうね。 
 しかし、ここに住み着いた先人たちの中に、『よし、ここなら田圃が作れるぞ。こ

こに住むぞ。』と見抜き、さらに、それを実現できる土木技術を持った集団が居たの

でしょうね。地形的には人の動きが始まった時には『道』がこの辺りを通ったでしょ

うから、幾つものグループも通ったのでしょうが、ここの先人がこんなところを選ん

だのだと思います。 
 今の土木技術をもってしても気の遠くなるようなお金と時間がかかりますが、この

人たちは一体何年かかってこれを開いてきたのでしょうか。 
                              続く 
   by je2luz | 2006-05-11 12:57 

 

 

 

 

2006 年  05 月  12 日  

熊野の旅 熊野古道の脇道 紀和町 丸山千枚田 4   

 丸山千枚田は急斜面に作られています。 
急斜面を開墾して山の天辺まで段々畑にしてあったのは昔の日本にはあちこちに

見られました。今のように物流の発達していない時、地区と近隣の食糧を生産するた

め、ことに平地や水のあるところは田圃になり貴重な米を植えなければならず、その

他の畑作は山の斜面に追いやられていたからです。畑にしてあると言うことは水田に

出来ないからです。 
 丸山地区でも地形の関係で飛び飛びに水が引けなくて畑にしてあるところもあり



ます。その区画はほんの少しです。見事に斜面を巻くように田圃を作り、上から下へ

水が回るように設計されています。 
 この斜面が決して土で出来た斜面でなかったのはどうしようもない巨岩がぽつぽ

つとそのまま残されていることや、水源の谷の状態などで推測できると思います。 
 多雨地帯というより豪雨地帯の紀州山地では肥沃な土で出来た山など存在できま

せん。そんな土の山なら何万年も前に崩れ去っています。 

 
 このような巨岩が単独であるわけではありませんね。 

 岩だらけの斜面であったはずです。この岩など家１軒分はゆうにあります。せり出

した岩の陰を小屋代わりにして、『なる』を保管してあります。 
 『なる』とは『さがり』の横棒のことです。『さがり』とは『はざ』とよそでは呼

ばれる稲を乾燥させるものです。材料は近隣の山の間伐材で足場丸太のようなもので

す。孟宗竹を使う事もありますが滑って具合の悪いものです。 
カメラは  コダック メダリスト   by je2luz | 2006-05-12 11:13 

 

 

 

 

2006 年  05 月  13 日  

熊野の旅 熊野古道の脇道 紀和町 丸山千枚田 5  

 前回は棚田に残された『巨岩』について書きました。 
 このように巨岩は残されましたが、それ以外の岩はどうなったのでしょうか？ 
 半分を切り崩し、半分は埋め立てると言う技法は今の宅地造成と同じことです。そ

れをブルドーザーでやらないで人力でやったのです。ダンプカーの代わりに『もっこ』

を担いだのです。これはほんの少し前まで日本の土木では行われていましたし、北朝

鮮などでは今でもやられているようです。人件費が安く、人手を集められれば意外と



早い作業方法です。 
 埋め立ての深さも深いですから中くらいの岩はその下に埋め込まれているはずで

す。そして、造成した田圃の岸は全て石垣を積まなくてはなりません。その膨大な量

の石はそこから出た石です。 

 
 天まで届くほどの棚田を作ると言うことは天まで届くような石垣を積むと言うこ

とです。その石垣はコンクリート用壁でもきちんとしたケンチ石でもなく、色んな形

の割り石、自然石です。 
 こうした乱積みの石垣ですが実にきっちり積まれていて、田圃のとこが抜けて水が

大量に流れ込まない限り、膨れてきたり崩れたりはしません。実にしっかりしたもの

です。 

 
 写真のように小さな石を延々と積み上げて石垣を築いています。ところどころには

割れなかった大きな岩をそのまま使ったところもありますが、基本的にはこうした石

垣です。 
 丸山千枚田だけではなく、この紀州一体ではこのような石額が実に多く見られます。 
 多雨、豪雨に耐える石垣を積む技術が編み出され伝承されてきたのですが、最早、

熊野市で石垣を積む『石屋』は居なくなり、土方が積む石垣だけになりましたから、

コンクリートで固めないと積めませんし、昔の石垣より明らかに弱いものです。 
 全国からこうした技が消えてゆくのは時代とは言え惜しいことです。 
カメラはコダック メダリスト   by je2luz | 2006-05-13 10:48 | 



2006 年  05 月  14 日  

熊野の旅 熊野古道の脇道 紀和町 丸山千枚田 ６  

 熊野市紀和町丸山の丸山千枚田について書いていますが、これほどきれいにそろっ

た棚田はこの近くには無いのですが、棚田自体は一杯あります。一杯あるというより、

よそで見られるように平らなところにある田圃の方が少ないのが紀州のように山の

険しい所では少ないのです。第一、平らな土地を作り出す川が平野を作っていないの

です。固い岩盤のせいか自分が通る道筋を確保するのがやっとのようです。熊野川水

系が紀伊半島南半分の水を集めるのですが、まともは川原は河口までほとんどありま

せん。 
 棚田のことを私たちは『山田』と呼びます。川のそばのわずかな平地に対し、山裾

で水田に出来そうなところを開墾して確保した田圃のことです。 
 丸山千枚田でもそうですが、山田では田圃一枚一枚が小さなものです。石垣を高く

積み上げて、やっとこさ小さな田圃が確保できるのです。道などもまともに確保でき

ていないものが多いですね。 

 

 昔は牛で耕作していましたから、階段でも牛をつれて行けました。今の耕運機は不

便なものであの大きな牛が通っていた田圃の道では入ってゆけないのです。かといっ

てこうした狭い棚田に耕運機が入る道を確保すると田圃がなくなります。 
 山間部でも今式の圃場整備が行われましたが、出来上がる田の面積は元の 50％以

下なんてところまであります。そんなところは今式土木の法面が石垣ではないので崩



れだし、使えなくなるものが続出します。 
 丸山千枚田はど真ん中に道路が入りましたがそれ以外は昔ながらのまま残されま

した。その風景は日本人の持つ『田舎』のイメージにぴったり合うものです。ただ、

紀州の家は例え古くても吉野や信州のような田舎風の建物ではないので、その面では

観光的には損をしますね。 
 写真のような光景も『日本の田舎』にふさわしいものだと思います。 

 
カメラは コダック メダリスト  by je2luz | 2006-05-14 12:08 

 

 

 

 

2006 年  05 月  15 日  

熊野の旅 熊野古道の脇道 紀和町 丸山千枚田 ７  

 丸山千枚田について書いてきましたがもう少しここに関連して書きます。 

 

 



 これは千枚田を割って走る道のそばに作られた『水車』です。ご覧のとおり新しい

ものです。 
 こうした田舎の風景には水車が良く似合います…と、言うより、水車小屋が求めら

れると言う面もあります。それが日本の田舎の風景でもあり、演歌『北国の春』にも

出てきますからね。もっとも、寒いとは言えここは南国紀州ですから「ゆきどけ」も

なければ「しらかば」も無いですがね。 
 丸山のように急傾斜の場所は水車を作るには適していますから、元々水車はあった

はずです。水車は作れる大工さんが居ればこれほど合理的な機械はありませんからね。 
 私が子供の頃にはまだ水車が残っていました。このような車輪型の物や腕木に箱の

付いた形のものがありました。車輪型はクルクル回りますが、腕木型は箱の水がたま

ると重みでがくんと回り次の箱が水の落ち口の下に来るように止まります。つまり、

ガクン・ガクンと回ります。中の仕掛けはどちらも同じようなものです。オランダの

風車も同じ仕掛けですが、水の豊富な日本では水車が発達したようです。 
 この水車小屋は廃耕になりつつあった『丸山千枚田』が三重県により復活に向かい

観光資源化されるときに作られたものです。水車を回すための水車ですが、棚田の風

景には似合うものです。軸を支える柱などが今風なのは残念ですが、石の柱などにし

ようものならますます税金の無駄遣いになりますからね。 
カメラは  コダック メダリスト   by je2luz | 2006-05-15 09:51 

 

 

 

 

2006 年  05 月  16 日  

熊野の旅 熊野古道関連 文化活動  

 以前に取り上げた『紀南ツアーデザインセンター』と言うところが最近始めた文化

事業があります。 
 『熊野を楽しむ達人の会』と言うものです。 
 会員制で熊野地方のあまり観光ガイドに乗らないところの案内ツアーなどを企画

するようです。例えば『巨木』を見に行くとか、一寸マニアックなものが多いようで

す。 
 『紀南ツアーデザインセンター』というものですから、当然ツアーをデザインしな

ければ存在意味が無いわけですから…かといって民間営利団体でもなし…難しい存

在ですね。 
  私はこうした文化活動とかに参加することが大嫌いな人間ですから参加する気

も無いので詳しく調べたこともありませんが、こうしたことに興味のある方は調べて

参加することも熊野を知る一つの手掛かりかも知れません。 

  



 

熊野市は何せ人口二万人も居る「大都会」ですから観光関連でも外郭団体を一杯抱え

ていますから… 
 まずは老舗の『熊野市観光協会』次が熊野古道関連で生まれた『紀南ツアーデザイ

ンセンター』更に、どうして作ったのかわからない新しい外郭の『熊野観光公社』…

すごいでしょう？ 
 それぞれ別の組織ですから横の連絡がきちんと取れているわけではありません。ど

こに何を聞けばいいのか良く分かりませんがね。 
 とりあえず、『熊野古道』関連のことは『紀南ツアーデザインセンター』に問い合

わせるのが普通なのかなあと思います。 
カメラは ツァイス・イコンタ 522/24   by je2luz | 2006-05-16 11:47 

 

 

 

 

2006 年  05 月  17 日  

熊野の旅 特別記念物とは・・・1  

 先日の朝日新聞に『獅子岩』について載っていました。 
 獅子岩が崩壊の可能性があると言うものです。 
 いつものようにまるで新事実が現れたがごとき扱いです。まあ、これは熊野市役所

も悪いのですが… 
 役所と言うところの記録の保存の無さ、役人の記憶能力の無さ、こうしたことと、

新しいことをやったと言いたい体質がこんな発表になったのでしょうね。 
 この問題は昔から指摘され、熊野市においても保存方法付いて調べたことがあるこ

とはここにも少し書いたことがあると思います。 
 獅子岩は砂が固まったような感じの比較的柔らかな岩で出来ています。だからこそ

波や風の浸食で今のような形に作られたのです。その風化、浸食は今も進行中です。



ほんの少しずつ、ぽろぽろと砂が欠け落ちています。それも穿たれて白く見える部分

がその状態なのです。獅子岩の口の部分などです。これは鬼ヶ城の千畳敷の天井部分

と同じです。 
 獅子岩のあごが欠ける話も千畳敷の天井の石が落ちる話も書きましたね。これは何

時起きてもおかしくないのです。 
 山崩れのように予兆があるとか雨が降ったとか、地震だとかではなく、まさに『音

も無く』落下してきます。地面に着いた時だけ地響きを立てるのです。下にいれば何

十キロ、何トンと言う岩につぶされた意識も無いまま煎餅になります。 
 この風化による浸食の進行と共に獅子岩は一枚岩ではありません。写真でも岩の切

れ目が見えていますが他にもこれが走っています。つまり、上の部分がズレ落ちても

おかしくないのです。 
 獅子岩はあごの欠落と頭部のズレ落ちと言う二つの破壊要因を抱えているのです。

それが進めば獅子岩が獅子の形ではなく束の岩になってしまいます。 
 形が変わって観光資源にならないことよりも非常に危険なことです。石ころが落ち

てくるのではなく、つぶされれば普通のユンボやブルドーザーで救出できるものでは

ありません。巨岩でつぶされ発破をかけないと動かせないものがかぶさってきます。 
 こうした状況の進行は地質学的なことですから、数年なのか数百年なのか数千年な

のかは分かりません。しかし、こうしている今、落下していてもおかしくないのです。 
 この経緯については次回にも書きます。理由は熊野市が前回調査したときのことを

記憶している数少ない１人だからです 
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